
ハルさんは一人で夜ごはんを食べている子どもたち
のため、みんなでごはんが食べられて本をよんだり
おしゃべりができる「こども食堂」をひらきました。
わいわい、ほかほか、いいにおい。今日のメニューは
クリームシチュー。みんなでいっしょに、いただきます。
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えほん

「おりとライオン」
大きな木にすむどうぶつたちにトラブルがおきたので
強くてたよりになるライオンに、みんなをまとめて
くれるようたのみました。するとライオンは、どんどん
自分がエライと思いこむようになってしまったのです。
「けんぽう」というみんなをまもってくれる大切なきまり
を親しみやすいえほんにしています。

としょ

「きれいずきのマグスおばさん」
マグスおばさんはとってもキレイ好きで、今日は
スージーとどうぶつえんに行くはずだったのに、
家の中のそうじをはじめてしまいました。
服をあらって、床をみがいて、イヌもネコもあらって
ジュータンもカーテンもあらおうとしています。
２人はどうぶつえんに行けるのでしょうか？

けんぽう絵本
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えほん

「つらら」

冬は水のしたたるところに つららができます。
どんなところにできるのか、どうして長くなるのか。
大きさもすがたもいろいろ、とけたりこおったりを
くりかえすふしぎなこおり…。
つららをつくるじっけんもしょうかいしています。

としょ

「あおぞらこども食堂はじまります!」
　　　　　　　　　　　　　しょくどう　　　　　　　　　　　

グラタンの大好きなおばあさんは、いつもおさらの
アヒルのえによびかけていました。ある日、かぜを
ひいたおばあさんが、こまっていると…。
「おさらのアヒルは ふしぎなアヒル」　じゅもんを
となえると、おさらからピョンとアヒルがとび出した！
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えほん

「三びきのやぎのどんけろり」
はしの下にすんでいるトロールはおなかがペコペコ。
そんなとき、小さなヤギのどんけろりの１番目が
足音を立てながらはしをわたってきました。
トロールは、ヤギをどうやってりょうりして食べようかと
考えますが、目の前のガリガリにやせているヤギから
もっと大きくておいしいヤギがいると言われ・・・。

としょ

「しんぶんのタバー」
国の中で一番いいイスをきめるコンテストでゆうしょう
したいと思ったタバーは、おしろをめざして元気よく
たび立ちました。
でも道のとちゅうでこまっているイスたちをたすけて
いると、むすんでいたヒモもゆるんできて、しんぶんし
もどんどんへっていってしまいました。
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えほん

「わたしのかぞくみんなのかぞく」
「かぞくのとっておきの話を聞かせてね」と先生に
言われ、自分のかぞくはほかとは少しちがうと思い
何を言えば良いのかわからなくなりました。
でも、ほかのかぞくにもいろいろな形があり、それぞれ
みんなちがっていることに気づいたのです。
あたたかいかぞくのお話です。

としょ

「グラタンおばあさんとまほうのアヒル」

ももは学校へ行くとき、教科書やノートをぜーんぶ
ランドセルにつめて行くくらい、わすれものをしてないか
しんぱいでしんぱいでしかたがありません！
にもつがいっぱいのももを「ヤドカリみたいだな」と言う
クラスメイトのかずまくんは、いつもランドセルの中が
かるそうです。いったいどうしてなんだろう？
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　しょうがっこうていがくねん《１・２年生》のみなさんへ
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えほん

「スープとあめだま」
「家がない人たちをたすけるんだよ」と言う姉ちゃん
にさそわれ、はじめてホームレスのシェルターに
行ってみると、そこは教会（きょうかい）でした。
ボランティアとして、あたたかいスープをくばる
手つだいをしていたボクの手に、ホームレスの
おじさんが「あめだま」を一つくれました。

としょ

「しんぱいなことがありすぎます!」


